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第１章研究の背景と目的
昭ﾗﾄﾞﾛ３０年以降大量に建設された道路橋は，経済性，機能`性に重きがおかれた設計で，
景観や環境保全など地域住民へのソフト面の配慮が欠けていたことは否めない．この
ことは，都市内高速の立地条件の特殊性（軟弱地盤上，民家と近接）や自動車交通の
急激な発展，そして快適性を追求する社会の円熟化とあいまって，振動などの公害を
大きな社会問題にまで発展させている．しかも，広義の使用性問題ともいわれている
種々の車輌が任意に走行する道路橋に起因する振動は，その発生機構や伝播機構が複
雑で，苦情原因を特定することが困難な場合が多く．道路管理者にとって，年々深刻
化する交通振動に起因する環境問題に対して，迅速かつ効果的な対策工を検討できる
シミュレーション手法の確立が緊急な課題として課せられている．
このような時代背景の下，効果的な振動対策を実施するためには．「アンケート調
査」－「簡易調査」一「原因究明詳細調査」－「振動対策工の検討，効果予測」－「対
策工の実施」一「効果確認調査」という一連の技術的な流れを体系化して実践する独
要がある．
本研究では，橋梁環境振動問題に取り組み，環境改善を検討するのにUILP要な，次の
ような技術提案を行うことを目的としている．
(1)振動苦情の原因を究明するために幽要な計測技術およびデータ処理技術の提案
（２）道路管理者が実施可能な振動対策工の妥当性の検証
（３）数値計記算上で対策ェの検討や対策効果まで予測し得る，より現実に近い立体解
析モデルによるシミュレーション手法の提案
（４）提案した計測技術②データ処理技術ならびにシミュレーション手法の実践と，
それらの技術，手法の妥当性の検証
第２章橋梁環境振動の特性
都市内高速道路周辺苦情の中で３０～50%を占める振動苦情に対し，アンケート結果
を基に苦情要因となる振動について検討した．
（１）橋梁の低次振動モードに起因すると考えられる２．５～5.0Ｈｚ付近の振動で，大
型車のばね上振動および家屋の固有振動と近接しており．これらがある条件で
共振すると船酔い的な振動を感ずるという苦情が発生する．
（２）橋梁の高次振動モードに起因すると考えられる１０～31.5Ｈｚ付近の振動で，周
辺地盤の振動，大型車のばね下振動数および家屋窓の固有振動数と近接してお
り，これらがある条件で共振すると「窓のがたつきなど２次的な振動で感じる」
という苦情が発生する．
（３）４０～100Ｈｚの振動は実測では同定が困難な部材レベルでの局部モードに起因
する衝撃的な振動で,橋脚から１０ｍも離れた家屋脇では大きく減衰し，直接体
感したり窓をがたつかせたりする振動とはならない．しかし，空気中を伝播す
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